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報 道 
資 料 関西学院 

か ん   せ い   が く   い ん 

WEEKLY NEWS 

■日時：10月24日（火）～26日（木）9:00～17:00  

■場所：関西学院大学西宮上ケ原キャンパス  

       G号館2階会議室1 

■主催：関西学院大学人間福祉学部人間科学科 坂口幸弘ゼミ 

■問い合わせ：atn18668@kwansei.ac.jp 

大学祭「新月祭2017」10月21日から開幕 
 

 関西学院大学国際学部では、元アジア開発銀行で、上級プロ
ジェクトエコノミストの近藤敏夫氏を招いて、10月25日（水）西宮
上ケ原キャンパス図書館ホールで講演会を開きます。 
※一般参加可、無料、申し込み不要 
 
■日時：10月25日（水）15:00～16:30 
■場所：関西学院大学西宮上ケ原キャンパス 図書館ホール 
■演題：「国際公務員という選択『日本人の貢献』の一つのかたち」 
■講師：近藤敏夫氏 
     元アジア開発銀行 上級プロジェクトエコノミスト 
 

■共催：関西学院大学産業研究所 
■問い合わせ：関西学院大学国際学部 TEL: 0798-54-6072 
 

10/25（水）国際学部連続講演会 近藤敏夫氏 
「国際公務員という選択『日本人の貢献』の一つのかたち」 

生命（いのち）のメッセージ展in関学 
10/24（火）から西宮上ケ原キャンパスG号館で 

 関西学院大学の大学祭「新月祭」が今年も開催されます。毎年、関

西学院大学生をはじめ卒業生や地域住民の方々など、たくさんの方

が楽しんでくださり、昨年の3キャンパスでの合計動員数は6万人を超

えました。今年も、各キャンパスでさまざまなイベントが開かれる予定

です。 

詳細は公式HPより：https://www.kgfes.jp/index.html 

【神戸三田キャンパス】10月21日（土）、10月22日（日） 

◆「ひらめきラボ」（21日12:40～16:00、22日10:00～16:00） 

アカデミックコモンズで開かれる「ひらめきラボ」では、化学実験や消し

ゴムはんこ、ラミネート作りなど、たくさんの体験コーナーで楽しむこと

ができます。 

◆「志田未来トークショー」（22日開場12:00 開演13:00） 

女優や声優など、幅広いジャンルで活躍している志田未来さんが登場。

仕事での経験談や、学生からの質問に答えます。 

※整理券配布時間10:00～13:45 

 

【西宮上ケ原キャンパス】11月2日（木）～11月5日（日） 

◆「K.G.AWARD’17」(4日 開場13:40 終了予定16:15) 

ダンスやアカペラ、ジャグリングにピアノなど、さまざまなジャンルのパ

フォーマンスが団体、個人によって披露されます。 

◆「ゴールデンボンバーLIVE2017」（5日開演15:45 終演予定16:45） 

人気ビジュアル系エアーバンドのゴールデンボンバーが中央芝生で入

場無料のライブ「燃えて酔わせてKGU」を行います。 

◆その他にも「藤木直人トークイベント」（2日15:00から、有料の入場券

必要）や、来場客の投票によって模擬店ナンバーワンを決める「模擬

店グランプリ」などが行われます。 

 

【西宮聖和キャンパス】11月11日（土）、11月12日（日） 

◆「Say!Wow!カーニバル！」（11日14:10～16:40） 

関学生や地域の子どもたちがノンジャンルで作品を展示したり、パ

フォーマンスを披露したりします。 

◆「せいわんだーらんど」（11日12:40～17:00、12日10:00～17:00） 

スーパーボールすくいやバルーンアート、宝探しなどのさまざまなゲー

ムが用意され、子どもたちと一緒に楽しむことができます。 

◆「LAUGH!」（12日12:45から） 

卒業生の橋本直さんが組むお笑いコンビ銀シャリと、今人気のミキの2

組が西宮聖和キャンパス体育館でお笑いライブを開きます。 

 犯罪・事故・いじめ・医療過誤・一気飲ませなどによって、

理不尽に生命を奪われた犠牲者が主役のアート展「生命
のメッセージ展in関学」が10月24日から26日まで西宮上ケ
原キャンパスで開かれます。人間福祉学部人間科学科の
坂口幸弘教授と研究室の学生たちが主催します。同展は、
2001年より全国各地で開催されており、関西学院大では昨
年に続き2回目の開催となります。                     
 展示される犠牲者一人 
ひとりの等身大の人型パ 
ネルは、メッセンジャーと 
呼ばれ、その胸元には本 
人の写真や家族の言葉を 
貼り、足元には「生きた証」 
である靴を置いて、生命の 
大切さを訴えています。無 
念にも亡くなり、生きたくて 
も生きられなかったメッセ
ンジャーたちの想いを伝え、 
「加害者も被害者も生まな 
い、生命が守られる社会」 
の実現を夢見ています。 昨年のメッセージ展の様子 
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